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生息状況調査

シカの分布と生息密度に関する調査の総称。

目撃情報調査：シカの分布（目撃情報収集）

区画法：シカの生息密度（直接カウント）

糞塊法：シカの生息動向（密度指標）

捕獲効率・目撃効率：捕りやすさ・発見しやすさ

⇒「どこに、どのくらい、いるか？」の把握
13

生息状況調査：区画法（H15～）
•県内５４か所に設定≒管理ユニット毎に１か所設定

•個体数を直接カウント（1箇所あたり調査員が10人程度必要）
• 30か所／年
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統計的手法（階層ベイズモデル）による個体数推計

保護管理区域内の推定個体数の動向

個体群動態把握として有効だが、高度な専門知識が必
要なため、職員が中身を十分に理解できるか？

11,298頭

4,289頭

1,748頭
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植生への影響：植生定点調査

定点（58箇所）を設置し、植被率・種組成・
更新木高等を把握（5年１サイクル）

⇒・植生回復状況を把握（計画の成果指標）。
・変化が出るまでには時間がかかる。
・密度と植生回復過程（時間）は未確知。
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モニタリングの課題

◆モニタリング構成の検討

・最低限必要なデータの確認（予算との兼ね合い）。

◆長期的なモニタリング体制の構築

・予算の継続確保が可能か。

・成果を分析できる職員が継続するか。
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光条件の良い場所は回復が顕著


